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対話ロボットが社会に普及しつつあるが，実際にロボットが多人数対話に参与し複数の人間とコミュ

ニケーションをとるためには，対話の状況を理解する必要がある．本研究では対話状況を理解するため

の非言語行動として視線行動に着目する．多人数対話場面において，人の視線行動から次の話者を推定

する研究などが行われており[1,2]，視線の機能の 1つとして，相手に対する態度や感情を視線の動きや

視線量で伝達する表現機能があるとされている[3]． 

 さらに，対話中に共感することで人は他人の経験に興味を持ち，話を聞こうとする為[4]，人間同士の

コミュニケーションにおいて共感は重要であり，共感状態の推定も必要だと考える． 

 共感状態を分析した先行研究[5]では，多人数対話の動画を用いて，外部観察者が，参加者それぞれが

発話者に対し共感しているかを 7 段階(1:全くそう思わない,7:とてもそう思う)で評定を行った．その結

果，男女ともに共感していると認識する言語・非言語行動(以下男女 VNV，言語・非言語行動を VNV

と呼称する)と，女性のみが共感していると認識する VNV(以下女性 VNV)が見られたが，男性のみが共

感していると認識する VNVは見られなかった．さらに，男女 VNVと女性 VNVに特徴的な VNVを抽

出したが，分析は共感者のみに限定され，非共感者との比較は行われていなかった．  

 本研究では，同じ動画を用いて，多人数対話場面における共感時に特有に起こる視線行動を明確にす

るために，参与者を発話者，共感者，非共感者，傍観者に分けそれぞれの視線行動を分析する．さらに，

対話中，女性は男性よりも相手を見ているとされるため[6]，共感時の視線行動に性差があるかを明らか

にするために共感者を男性，女性に分け視線行動を比較する．分析を行うにあたって，本研究では，男

女 VNVが含まれるビデオクリップを男女共感ビデオ，女性 VNVが含まれるビデオクリップを女性共感

ビデオとした． 

 視線に関して大きく 3つの分析を行った．まず，共感者が共感時にどこを見ているかを明らかにする

ために，共感者，非共感者の視線の対象の相互注視の割合の比較を行った．その結果，共感者は共感時

に発話者を 79％見ており，非共感者は発話者を 49％見ていることが示唆された． 

続いて，共感者，非共感者の発話者との相互注視継続時間の割合と相互注視発生回数の合計を比較し，

さらに一回の相互注視継続時間の平均を算出した．その結果，共感者，非共感者共に発話者との相互注

視継続時間の割合は 8～17％程度であり，相互注視は 1 秒程度で行われていた．さらに，男女共感ビデ

オに関して，共感者と発話者との相互注視発生回数が非共感者よりも多いことがわかった． 

最後に，相互注視は 1人では発生せず視線を返す相手がいることで発生するため，発話者の視線の対

象の注視時間の割合を分析し，相互注視継続時間の割合と相互注視発生回数を求めた．その結果，発話

者の視線の対象の注視時間の割合は視線移動を含む「その他」が多く，多人数対話における発話者は視

線移動を繰り返しながら他の参加者を見ている事が示された．そのため，共感者，非共感者と発話者の

1 回の相互注視継続時間が 1 秒程度であると考える．しかし，共感者と発話者との相互注視発生回数が

非共感者よりも多くなったのは，共感者が発話者を見ながら共感を示す行動を行い，発話者の視線を引

きつけたからではないかと考える． 

 これらの分析結果によって，多人数対話に参与する対話ロボットが参加者の共感状態を視線行動から

自動推定し，対話ロボットが人間と円滑にコミュニケーションを行う為に役立つことを期待する．ただ

し，今回の分析は限られた分析対象者で行われ，男性，女性の比較では個人に依存する可能性も考えら

れるため，今後分析対象者を増やす必要があると考える． 
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